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ふれあいトムともだより No.16 

鶴牧・落合・南野地区地域福祉推進委員会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の防災について情報交換しました 

ふれあいトムとも（鶴牧・落合・南野地区地域福祉推進委員会）では、「防災と見守り」をテ

ーマに、自治会・住宅管理組合やサロン、民生・児童委員、地域包括支援センターなど様々な

団体とのネットワークづくりをしています。 

情報共有や意見交換を通して「地域の横のつながり」をつくり、地域の課題解決に向けた取り

組みや活性化を図る活動をしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：ふれあいトムとも世話人会  問合せ：多摩市社会福祉協議会 まちづくり推進担当  関戸４-７２ ｳﾞｨｰﾀ･ｺﾐｭｰﾈ７階  

☎:０４２-３７３-５６１６  FAX:０４２-３７３-６６２９ 

11 月の全体会では、9 月に多摩市役所防災安全課にお話しいただいた「東京都の新たな被害

想定」を受け、「地域の防災について」というテーマで、グループごとに話し合いました。個人

で備えていることや、自治会・住宅管理組合で取り組んでいる防災訓練など、様々な情報交換が

できました。 

 

個人での備えや自治会・住宅管理組合でも工夫して取り組んでいます 

 

悩んでいること・困った体験談 

いつ起こるかわからない災害に対して、日頃の備えが必要です。今回の情報交換では課題

も挙げられ、今後地域で確認や取り組みが必要なことを再認識できたのではないでしょうか。

出来ることから始めてみましょう！ 

プライバシーの保護が邪魔をし

て、安否確認訓練がなかなか

進まない・・・ 

やる側の負担も大きそう・・・ 

災害時には安全が確認で

きるまでトイレを使用しては

いけないということを知らな

かった。 

このような情報をご近所さ

んにも知らせてあげたい！ 

防災訓練は毎年実施し

ているが、実際に発災し

た時にどの基準で発令す

るかまで示されていない。 

 

3.11 の時、集会所に

避難してきた人のため

に備蓄していた毛布を

出してみたところ、 

 

東京都の助成金を活用して、

警視庁が推奨した防災ボトル

を各世帯に配布しました！ 

自分たちで出来ることをやって

いかなくてはいけないね。 

臭くて使えなかった。 

やっぱり定期的な訓練と

点検が必要だね。 

住宅管理組合と各家庭でそれぞれ3

日分の備蓄をするよう決めている。 

お薬等、個人で必要なものが異なっ

たり、時間帯や季節によってさまざま

な想定をしておかないといけない。 
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開 催 日 会  場 担  当 

毎月第 2 火曜日 トムハウス 多摩市社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時用マンホールトイレの 
組み立て体験をしました！ 

どなたでも、お気軽ご相談ください 

開催時間 11時 00分～12時 00分 予約不要・無料 

 

福祉のサービス 

のこと知りたい・・・ 

1 月の全体会では、トムハウス改修工事後に設置された「災害時用マンホールトイレ」の組み

立て体験をしました。また、多摩市役所防災安全課のご協力のもと、マンホールトイレの仕組み

や多摩市の状況についてお話しいただきました。 

 
災害用マンホールトイレの組み立て体験・見学 

 

仮設トイレはすぐには届かない⁉ やっぱり個人で備えておくことが大切！ 

 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄによる情報収集 

 

 

～ 福祉なんでも相談会 ～ 

バールを使用し、 
マンホールを開けます 

簡易トイレを組み立て、 
マンホールの上に設置します 

今回は車椅子での使用も可能な 
テントを組み立てました 
一人用のテントもあります 

※当日使用した資料に関するお問い合わせは、多摩市社会福祉協議会まちづくり推進担当まで。 

※トイレの基数や使用人数・頻度により、洗浄時間の
間隔や水量が変動します。 

 

東日本大震災の際、3 日以内に避難所に仮設トイレが届いた自治体はわずか 34％。仮設トイ

レが届くまでに 4 日以上要した自治体が半数以上であり、最も日数を要した自治体は 65 日も

かかったそうです。※岩手県、宮城県、福島県の特定被災地方公共団体（29 自治体）が回答 

仮設トイレが到着するまでの間、素掘りのトイレを作ったり、和式の仮設トイレの上に椅子の

座面をくり抜き座れるように工夫した例がありました。 

水が流れないトイレを使用してしまうとあっという間に溢れてしまうため、多摩市では各避難

所への簡易トイレの配備が急がれています。もちろん、個人で携帯トイレを備えておくことが大

切です。使用済みのものを保管しておくところまで考えておくと安心です。 

 

○多摩市公式ホームページ 

○国土交通省 川の防災情報 

○東京都 水防災総合情報ｼｽﾃﾑ 

○気象庁ホームページ 

携帯電話・ｽﾏﾎによる情報収集 

 

 

防災行政無線による情報収集 

 ○防災情報メール 

○多摩市公式 LINE 

○Yahoo！防災速報アプリ 

○アンサーバック（自動音声応答番号）

防災行政無線の放送内容を確認 

☎050-5433-9162 

○放送内容確認専用サイト 


